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ショッピングセンターにおけるコ・ジェネレーションシステムの導入  

とその経済性評価   

TheEconomicalEstimationonShoppingCenterIntroducingCo－Generation  

System  

安達 義幸＊  
Yoshiaki Adachi 

妻  約   

昭和61年5月，資源エネルギー庁公益事業部より「コ・ジェネレーション運営基準」の  

報告がなされた．これはそれまで基準の無かった商用電力と自家用発電電力との並列運転  

（ParallelRunning）について基準を設け，その電力品質の向上，均一化を図り，なおかつ，  

TES（TotalEnergySystem）として我国の省エネルギーシステムの普及を図るものであ  

る．欧米諸国に比べて，コ・ジェネレーションの歴史が浅い我国でも民間レベルのコ・ジ  

ェネレーションシステムの誕生からまもなく10年の月日が過ぎ，その設置数も100を数える  

ようになった．今回徳島県西部に建設した大型ショッピングセンターにおいて，コ・ジェ  

ネレーションシステムを導入した結果，その経済性の高いことが実証されたので，そのシ  

ステムフロー，経済性の検討及び，竣工後の実証データについて報告する．  

成，機種の選定，C．G．Sとしての期待性などを逐一検討  

することが必要である．   

今回ここに，徳島県西部の過疎地城に建設したショッ  

ピングセンターの施設概要，地域性，システムフロー，  

および経済性についてC．G．S導入までの検討経過を説  

明する．また，竣工後の実データと比較検討した結果も  

報告する．  
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2－1建築概要  

建物用途 ショッピングセンター  

建物構造 鉄筋コンクリート造 地下1階 地上2階  

ペントハウス2階  

建物面横 延24，028．15m2  

核店舗1社（スーパーマーケットチェーン）と  

専門店3腑土による協同組合店舗  

営業時間 店舗10：00～19：00  

バックヤード 9：00～20：00  

Fig．1に1階平面図を示す．  

2－2 設備概要（C．G．S関連のみ）  

引込方式 6kV（地中引込1回線）   

§1．はじめに  

一般にコ ・ジェネレーションシステム（以下C．G．Sと  

記す）が最も有効とされている施設には，病院とホテル  

がある．これはそれらの建物にC．G．Sを導入することに  

より，商用電力の契約容量を低減することは当然のこと  

ながら，熱の併給により年間を通じてのエネルギーの熟  

回収効率が非常に高く，経済効果と省エネルギー効果の  

高いことが理由である．しかし今回のショッピングセン  

ターのように，冬期の暖房用熱回収しか期待できないケ  

ースであっても，年間のランニングコストを比較検言寸し  

た結果，十分メリットがあることがわかった．導入に際  

しては，その立地条件，消費電力のバランス，回路の構  

■四国（支）阿南（出）係長  

237  



ショッピングセンターにおけるコ・ジェネレーションシステムの導入とその経済性評価  西松建設枝報∨OJll   

変圧器 500kVA（単相，3相，共用トランス）×1基  

発電機 低圧常用発電機 400kVAX3台  

ディーゼルエンジン駆軌1，800rpm  

始動方式‥バッテリーによるセルモーター起  

動  

2台並列運転，1台はピーク時追従運転  

防災用発電機はサイクリックとする．  

負荷容量 商用電力系 650kW 発電電力系 620kW  

商用／発電，両用系 550kW  

排気ガス熱回収装置 スパイラル式 空気／水熱交換器  

熟回収量 342，000kcal／h  

冷凍機 水冷式チーリングユニット  

100RTX37kWX2台・・・3基  

空冷式ヒートポンプチラーユニット  

80RTX30kWX2台‥・1基  

空調方式 個別エアハンドリングユニット方式  

（天井カセット型，天井隠蔽型併用）  

飲食店舗 9：00～23：00   

③ 発電時間  

9：00～19：00  

（2）電力量の予測   

① 熱源動力の算出  

7月－9月 チラー3台運転 稼働率 85％   

6月，10月 チラー2台運転 稼働率 85％  

5，11月 チラー2台運転 稼働率 65％   

12－4月 ヒートポンプチラー1台運転 稼働率  

75％   

② 空調動力の算出  

AHU稼掛率 65％   

③ 店舗空調動力の算出  

ヒートポンプエアコン 稼働率 60％   

④ 送風機動力の算出   

飲食店舗厨房排気フアン 稼働率100％  

店内給排気フアン 稼働率 40％  

（9 衛生動力の算出  

ポンプ頬 稼動率 20％   

⑥i部東機動力の算出   

核店舗ショーケース脚部東棟 稼働率 60％   

⑦ 照明負荷の算出  

照明器具 負荷率 90％   

⑧ 厨房動力の算出   

専門店冷蔵庫用冷凍機 稼働率 60％   

⑨ 昇牌機   

エレベータ ー，エスカレーター  稼働率 80％  

§3．基本計画   

3－1基本条件  

（1）空調期間及び営業時間と発電時間  

（D 空調期間   

冷房期間 5月－10月  

暖房期間11月～3月   

② 営業時間（通年）  

全館営業10：00－19：00  
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Fig．11階平面図   
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（3）立地条件による特異性  

徳島県西部  

J  

過疎進行地域  

J   

地域再開発の核プロジェクトの要望  

上  

中小企業高度イ臨虫資資金の助成決定   

上記のような経過を経て当ショッピングセンターの建  

設が計画された． しかしこの地域が過疎進行地域という  

こともあり，店舗の年間売上高，入場者総数，客寄せ効  

果の予測値は都市部の同施設と比較して大きな開きがあ  

った．このような条件下で施設を維持，運営してゆくた  

めには，ランニングコストの大半を占めると思われる電  

気半斗金の低減が第一の条件であった．  

（4）電力負荷のバランス   

C．G．Sの導入により，電力平均単価（買電と発電を合  

計して求めた電力平均単価）を下げることが目的である  

ので，発電比率（総電力に対する発電電力の割合）をで  

きるだけ上げることが必要である．Tabtelに示すよう  

に電気設備負荷の適合性及び発電時間帯と営業時間帯が  

合致しない店舗を考慮して，Fig．2に示す回路構成とな  

った．平均発電比率0．6を目標としたが，専門店（30店）  

グループにPOSS（販売時点情報管理システム）の導入  

6kVCV38mm2－3C  

が決定し，瞬時停電ができなくなり，これらの負荷を  

AC／GC側回路に組み込めなくなり，Fig．2の負荷バラ  

ンスとなった．負荷割合は商用40％，発電60％となって  

いるが，AC／GC回路については夜間商用電力を使用す  

る．次に，発電パターンは本計画では，Fig．3のうち中  

間電力ピーク発電のパターンにあてはまる．このパター  

ンでは，デマンド契約による基本料金のコストアップが  

避けられるので，電力料金を下げることができる．  

（5）原動機種の選定   

C．G．S導入に際して，発電方式については，いくつか  

の選択杖がある．ディーゼルエンジン発電，ガスタービ  

ン発電，ガスエンジン発電等，駆動方式や燃料種別によ  

り分類することができる．   

TabJe2に各々の原動機の特徴を示すが，今回はディ  

ーゼルエンジン発電方式を選定した（Photol参照）．  

以下にその選定理由を述べる．   

① ディーゼルエンジンは，普及率が高く，サービス   

拠点も多いので，信頼性が高い．   

② 使用燃料はA重油が多く，ガス，灯油に比べて安  

価である．   

③ 発電効率は他の内燃機関に比べて高い．   

④ イニシアルコストが他の内燃機関に比べて安価で  

ある．  

負荷容疑 360kW   290kW  

回路区分  AC  AC  

550kW   

AC／GC  

Fig．2 回路の構成   
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「bblelC．G．Sの電気設備負荷の適合性  ⑤ ディーゼルエンジン発電機のみ非常用発電機との   

併用が可能である．  

⑥ C．G．Sの国内工事実績が豊富である．  

利 開 用途  運転状況  負荷状況  負荷パターン  利用の可否   

明   

空調用送排風機  
連  一定  n   

◎  

空調用ポンプ   続  」⊥hr  

コンセント  
運  

転  1「／「  

kW   

◎   

」－－⊥－⊥hr  

空調用冷凍機  kW  

厨房用冷i東棟  L附廿日認  
揚水，排水ポンプ   」一－］hr  

運  kW  

エレベーター  
転  L…仁才粥品  

」一一－］hr  

kW  

】 】  

×   

転   」－－－－－－－］ hr  

kW  
非  匪  ○  

時   （注2）   

電力負荷  

一 目毒・・′已■J臼 ノ／っ  

ここ  
「 －＼  

巷ぜ  

広   一■「  ‾、  

増  
←岬－一 時別   

全電力発電  l車間電力ベース  

電力負荷丁  
一
半
－
ご
「
ぜ
 
 

こ阜  

く正   

‾■■ヽ →・・・・＼  

音字  別 岩二  時   

ベース電力発電  中間電ノ」ピーク発電  

Fig．3 発電パターン  

注1 ⑳適当 ○可 △好ましくない ×不可  

注2 常用、非常用、兼周発電権の場合のみ可  

Photolディーゼルエンジン  

lbble2 C．G．S用原動機の総合比較  

ディーゼルエンジン   ガスエンジン   ガスタービン   

適用規模   
15－10，000kW   20－1，000kW   500－100，000kW  

小中規模ト1，000刷「）に適する   小中規模（”1，000kW）に適する   中大規模（5，000kW～）に過する   

発電効率   30－38％   20－33％   15【28％   

コージュネ  

総合効率   約80％   約80％   約80％   

燃料   灯油・軽油・A重油   ガ、ス   灯油・軽油・A重油・ガス   

始動時間   10秒以内   15秒以内   40秒以内   

排ガス4500c前後   排ガス500－600℃   
排熱温度  

排ガス450－5500c  

i令却水70－750c   冷却水850c前後   

価格   ガスエンジンより安い   ガスタービンより安い   比較的高い（10万円／kW）   

保守費   ガスエンジンよりやや高い   ディーゼルよりやや安い  

ディーゼルよりやや小   （′ト型）－（大型）  高周波で高く  
騒音  

95¶105dB（A）  防音カバーが必要   

振動   大   大   中   

排ガス（NOz）  1，000－1，300ppm   1，000－2，000ppm   150－300ppm   

技術現状   既 存   既 存   既 存   

発電効率が高い   排ガスがクリーンであるので熱  小型軽量コンパクト  

燃料単佃が安い  ［戸川又が容易   冷却水不要  

メンテナンスが容易   
特徴  

低騒音、低振動  

排ガス処理が必要  低騒音、低振重力   発電効率低い  

騒音、振動人  佃格が高い   

冷却水温度が低い  
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（6）公害性   

前述でディーゼルエンジン発電の選定理由を述べたが  

近年のC．G．Sの普及に伴い，環境庁内の「固定型内燃機  

関大気汚染対策検討会」より以下の最終報告がなされて  

いる．  

規制値（案）  

NOx  ばい塵  

ディーゼル機関  950ppm  O．1g／Nm3  

ガスタービン  70ppm  O．05g／Nm3   

上記は非常に厳しい規制値であり，各メーカーにより  

技術検討が行われている．同値は現在規制値（案）であ  

るが，数年後にはNOxばい塵規制が施行される模様であ  

る．しかし現時点では規制が無いため，将来対応できる  

機械スペースのみを確保した．騒音規制については，横  

側にて105dB仏）という大きなレベルであり，その対策は  

以下のような対策を施し環境規制値（55dB伍））をクリヤ  

ーした．  

屋内対策   

① ロックウール断熱材（厚さ50nm50kg／m3）を機械   

室内に内貼りし，同室スラブを厚さ200mm）とする．   

② 冷却水管，送油管を防振吊金具により支持する．   

③ 防振架台の設置．  

屋外対策  

（む 外部排気管レベルまで防音壁を立上げる．   

② エンジン用捨気をルーフフアンによる強制給気と  

し排気側を隣地境界と反対側に設ける．  

竣工後の騒音測定のデータを以下に示す．  

建物内部   

① 横側（機械室…ペントハウス1階）…105dB仏）  

（卦 直下階（バックヤード…2階） ……… 62dB仏）   

③ 最下階（駐車場…地下1階） ………… 54dB仏）  

建物外部（暗騒音値 51dB）  

（∋ 屋上駐車場（機械室梼）……………… 71dB仏）  

（診 隣地境界（東側…機械室隣接） ……… 54dB（心   

③ －／／－（西側…進入道路偶の ……… 52dB仏）  

（注）当該地域の騒音規缶雌 夜間55dB仏）である．  

3－2 エネルギーの収支   

次に今回導入したC．G．Sのシステムフローチャート  

をFig．4に示す．TESとして今回のケースをとらえる  

と，本計画の場合その熟回収において冬期の暖房熱源の  

みを回収するもので，TESとしての機能を十分発揮し  

ていない．しかし目的としては電力供給優先型のC．G．S  

であるから，温熱の収支については，別の橡会に報告し  

たい．  

3－3 機器許元   

① 原動機   

水冷式ディーゼルエンジン×3基  

6気筒4サイクル，ターボチャージャ付  

16，965cc  

375ps／1，800rpm  

163g／pshA重油   

凸極回転回磁形三相交流発電機×3基  

400kVA／1，800rpm 4極  

型  式  

総排気量   

定格出力   

燃 費  

② 発電機   

型  式   

定格出力  

171，000Kcal←h  排気ガスーーーーー 

l  

▲  

1，197，000Kca】h  

（4，380ゼmIn）  
S：230．000Kcalh   

W：209，800Kcat h  342．000Kcalh  

（570針mln）   

270，000Kcalh  

900且′」mln  

E Gl叫3  

凡 例  

EGl－3 発電機  

B T 1 冷温水タンク BT－2 温水タンク  

（750ゼ mln）  2F 和占舗へ  

空調朋冷却塔 CT【2 エンジン岡冷印塔  

排力一久匝l収朋熱交換器  

熱【打】収用熱交換器  

エンジン冷却関数交換器  

れ冷式チーリングユニット  

空冷ヒ【トポンプ式冷温水機  

エアハンドリングユニット  

C T －1  

HEX－1  

HEX－2．3  

HEX－4  

R－l－3  

R   4  

A HH U  

1F 汽・げ．舗へ   

Fig．4 システムフローチャート  
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4－2 人件費   

発電機を3台設置するため，従来システムに比して  

0．5名の増加が考えられる．   

0．5名増加のための費用……2，000，000円／年  

ヰー3 維持修理費   

C．G．S関連機器として発電機（エンジン＋発電機）の  

メンテナンス費用を計上する．発電機のメンテナンスは  

8，000hr／1回のオーバーホールを行うが，1台当りの計  

画年間平均稼働時間が2，70α時間であるので，3年間の  

メンテナンス費用を合計しその平均値をTable5に示  

す．  

4－ヰ C．G．Sの償却期間   

C．G．Sは，新しいシステムで実績が少ないため，法的  

な償却期間が定められていない．よって今回のケースに  

ついては，TabIe6に示す実測データを参考にLて求め  

た．当C．G．SはTable6の（BL（Cト店舗，中間電力ピー  

ク発電にあてはまり償即年数が7．5年となっているが，  

「般のシステムより発電効率が高いことを考慮し，ベー  

ス電力発電との中間値5年を目標値とした．   

Table7に投下資本を示す．これより償却試算を行  

う．  

投資金銀109，000，000円  

回収金額（従来システム電力費）－（C．G．S変動習）  

（従来システム電力費）120，986，000円…Table3より  

（C．G．Sシステム変動費）  

電九燃料費   88，294，000円 ‥Table4より  

メンテナンス費   7，032，000円 …・・・Table5より  

人件費増額分  2，000，000円 ……4－2項より  

計 23，660，000円   

投資金額÷回収金額＝C．G．S償却年数として，  

109，000，000円÷23，660，000円＝4．6年＜5年   

試算としては良好な結果を得る．  

（注）投下資本に対する金利は中小企業高度化融資資金  

（年利2．7％）を受けているので除外した．  

電 圧 220V／1，050A／60Hz   

力  率 0．8  

③ 排気ガス熟回収装置   

型  式 スパイラル式空気／水熱交換器×1基   

交換熱量 342，000kcal／h（3500C～150OC）  

④ 冷却塔（エンジン冷却用）   

型  式 低騒音型（高温仕様）×1基   

定格出力 675，000kcal／h  

⑤ 熱交換器（エンジン冷却用）   

型  式 プレート式×1基   

定格出力 270，000kcal／h  

⑥ 熱交換器（熱回収肘）   

型  式 プレート式×2基   

定格出力 270，000kcal／h  

⑦ 冷温水タンク   

開放型 FRP耐熱サンドイッチタンク10m8  

（診 温水タンク   

開放型 耐熱塗装鋼板製タンク 3ma  

⑨ 監視盤   

制御点数 200点   

制御機能1）スケジュール発停  

2）エアハンドリングユニット制御  

3）ファンコイルユニット制御  

4）冷温水温度制御  

5）発電機冷却水温度制御  

6）発電機廃熱回収制御  

7）‡儲乗機用冷却水マルチポンプ制御  

8）冷温水ポンプⅤⅤVF制御  

9）発電機運串云制御  

10）ピークカットコントロール  

11）電力系統切替制御  

12）温度監視  

13）表示  

14）警報  

15）料金計算  

§5．実測値と結果  

竣工後9ケ月の運転経過した現在（S．62．12）までの実  

測データをもとに机上計算値との差異を確言忍し，その計  

画性の適否を判定する．竣工以来，発電機総稼働時間  

6，620時間を経過し順調に稼働している．ここでは実際  

の運串云パターン，発電時間，発電電力量，商用電力料，  

燃料消費量を追跡調査した結果とその経済効果を述べ  

る．  

5－1運転′くターン  

242   

§4．経済効果  

一般に建築設備の経済効果を考える場合，その年閉経  

常曹について問われるので，C．G．Sにおいては変動費に  

ついて従来のシステムと比較してどの程度の差があるか  

を予測する．  

ヰー1電力費 燃料費   

従来システムとC．G．Sの電力使用量の予測値を  

Table3，4に示す．  
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屯ble3 電力消費量予測値（従来システム、買電）  
単位：kW／h  

負荷名称  1月  2月  3月  4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月   

熱源勤力  

空調動力  

店舗空調   

送風機  

衛生動力  

冷i東棟  

照明負荷  

厨房動力  

昇降機   

合  計  280，100  280，100  280，100  280，100  299，100  329，100  382，100  382，100  382，100  329，100  299，100  280，100   

基 本 料 食 800kWXl，800円／kWX12ヵ月 ＝17，280，000円 楽1  

使用料（夏）1，146，300kWhx27．5円／kWH≒31，523，000円  

楽2 使用料（一年）2，656，900kWhx25．0円／kWH≒66，422，000円  
電 気 税115，225，750円×0．05  ≒5，761，000円  

合  計  120，986，000円  

※1、2 電気料金単価  

四国電力㈱ 昭和61年7月時一点の単価  

注．電力消費量算出は§3－1基本条件を基に貸出した。  

lbble4 C．G．S（電力費＋燃料費）予測値  単位：畔／h  

負荷名称    2月  3月  4月  5月  6J】  7月  8月  9月  10月  11月  12月   
熱源動力  0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0  

空調動力  0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0  

店舗空調  0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0  

送風機  0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0   0  

衛生動力  100  100  100  100  100  100  100  100  100   100  100  100  

冷凍機  

照明負荷  

厨房動力  

昇降機  

合  計  182，500  182，500  182，500  182，500  182，500  182，500  182，500  182，500  182，500  182，500  182，500  182，500   

発電機運転時問  600  600  600  600  600  600  900  900  900  600  600  600   
基 本 料 金 295kWxl，800門×12カ月＝6，372，000円  

簿∈1 使開料（夏）547，500kWHX27．5円／kWh≒15，056，000円   ※1、2 電気料金単価  
媒2 使用料（ヰ）1，642，500kWHx25．0円ノ／kWh≒41，062，000円  四国電力㈱ 昭和61年7月時点の単価  

電 気 税 62，490，750円×0．05≒3，124，000円  ※3 A重油単価  

重 油 料 金 8，100hx70且／hx40円／且＝22，680，000円  昭和61年7月 四国地方実勢単価  

合  計  88，294，000円  注．電力消笥量算出は3－1基本条件を基に算出した。  

鴨b始5 発電機メンテナンス管用   ※3年間の稼動時間を8，100hr／満とする   

項  目   単 価 A   回 数（3年間） B   金 額（3台分） C   年平均値（1／3C）   

250h点検   64，000   8100／250＝32．4→32回   2，048，000×3＝6，144，000   2，048，000   

1000hた検   178，000   飢00／1500＝8．1→射l∫】   1，424，000×3＝4，272，000   1，424，000   

400仙．亡く検   415，000   8100／4000＝2．05→2卜lI   830，000×3＝2，490，000   830，000   
8000h点検   1，650，000   8100／8000＝1．01→1回   1，650，000×3＝4，950，000   1，650，000   

1ヵ年点検   260，000／年   3ll！］   780，000×3＝2，340，000   780，000   
消 耗 品   100，000／台牛   3回   300，000×3＝ 900，000   300，000   
合  計  

7，032，000   
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lbble6 C．G．Sの償却年数   

（A）ガスエンジン発電C．G．S  （B）ディーゼルエンジン発電C．G．S  

（a）電垂加令凍機   （b）ガス焚き冷温水発生機  （c）電動冷i東棟   （d）油焚き冷温水発生機  
途発電パタ【ン  ＋ガス焚きポイラ  ＋ガス焚きポイラ   ＋油焚きポイラ   ＋油焚きポイラ   

全 電 力 発 電   7．6   14．3   3．1   4．6  

ホ   3．4   5．9   1．7   2．5  
テ  
田  12．2  5．0  

ベース電力発電   2．1   4．5   1．2   2．3   

全 電 力 発 電  6．4   7．5  

病  7．2   8，0   3．2   3．8  

F完  14．9  

ベー ス電力発電   3．6   4．0   1．8   2．2   

全 電 力 発 電  10．6  

事  4．9   9．1  

務 所  12．1  

ベー ス電力発電   8．3  3．1   7．5   

全 電 力 発 電  7．5   14．3  

店  9．5  3．9   7．9  

舗  7．5  

ベー ス電力発電   5．2  2．5   7．2   

●表中空間は償却年数が15年以Lになっナごケース  

●ガス単価＝7［甘／Mcal油単価＝5円／Mcalとし7ご  

Tbble7 C・G・S拉F資本内訳   （H）  となった．7－9月については予測通り3台の常時稼働  

となったが，予測値は30日／月として休店日（2日／月）  

を考慮しなかったため多少の誤差が生じている．  

5－3 消費エネルギー圭  

TablelOに月別の実績を示す．  

5－4 投資効果   

TablelOより投資効果及び償却年数を算出する．  

（1）商用電力換算料金   

基本料金   800kWXl，800円／kWX12ケ月  

＝17，280，000円  

叢1  使用料金（夏）1，082，280kWX25．3円／kWh  
≒27，380，000円  

楽2    （－」投）2，482，540kWX22．8円／kWh  
≒56，600，000円  

項  目  数量  単 価   投下資本額   

発 電 機（400kV却  3  18，000，000   54，000，000   

冷却塔（675，000kca川）  1  1，100，000   1，100，000   

熱交換苦言（排ガス回収）  1  7，000，000   7，000，000   

熱交換器（熱回収輔）  2  2，700，000   5，400，000   

熱交換器（G．E冷却鞘）  1  2，700，000   2，700，000   

冷温水タンク（10m3）  1  3，700，000   3，700，000   

温水タ ンク（3m3）  1  1，100，000   1，100，000   

ポ  ン  プ  類  1式  1，000，000   1，000，000   

制御設備（電気t事共）  1式  32，000，000  32，000，000   

合  計  109，000，000  

計画によりNo．1～3の発電機のサイクリック制御を行  

っており，各機の稼働時間の差は±12時間／月以内であ  

る．各発電機の稼働時間を以下に示す．  

Nα1号機  2，150h  

‰．2号機 2，250h  

Nα3号機  2，220h  

5－2 発電時間   

予測値と実測値をTable8に示す．5，6，10月につ  

いては当初発電機2台運転でまかなえると予測されてい  

ナ：が，Table9に示す運転日誌（S．62．6．1）のように，  

総発電電力が500kWをわずかに越えるために3台運転  

税金  101，260，000円×5％≒5，060，000円  

合計106，320，000円  

※1，2 電力料金変更（62年1月より）   

電力平均単価   

106，320，000円÷3，564，820kWh＝29．8円／kWも  

（2）C．G．Sエネルギー菅  

TablelOより   

総電力消費量 A＋C…3，564，820kWh  
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職ble8 発電時間  
（単位：h）  

計   諒＼ぺ  1月  2月  3月  4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月  
予 測  600  600  600  600  600  600  900  900  900  600  600  600  8，100   

実 測  」シ忘  ・一  ノシ忘  560  770  840  860  860  850  760  540  580  8，320   

職ble9 運転日誌  
s．62．6．1  

時  刻  10：00   12：00   14：00   16：00   18：00   

室  温  31   39   40   40   39   

電圧（Ⅴ）   停  止   215，215，215   212，213，213   212，212，212   212，212，212  

No．   580，560，550   620，610，600   540，520，520   440，430，420  

発  86   88   86   82  
電  
機  180   200   170   130  

間波数計（Hz）  60   60   60   60   

電圧（Ⅴ）   210，210，210   212，212，212   210，210，210   210，210，210   212，212，212  

No．  470，460，440   580，560，550   620，620，600   580，580，560   410，400，400  
2  

発  90   85   88   87   82  
電  
機  150   1印   200   180   130  

周波数計（Hz）   60   60   60   60   60   

電圧（Ⅴ）   210，212，212   214，215，215   212，212，212   212，212，212   212，213，213  

No．  450，430，420   560，540，530   620，620，600   620，620，600   400，390，380  
3  

発  89   83   84   85   82  
電  
機  150   180   180   180   120  

周波数計（Hz）   60   60   60   60   60   

総合電力（kW）  300   540   580   580   380   

■bbtelO 月別集計表  

商用電力量   商用電力料金   発電電力量   
月  

重油使用量   重 油 金 額  

A （kWh）   B  （円）   C （kWH）   D  （且）   E  （円）   

S62／4   176，882   4，336，389   88，520   25，492   764，760＊2   

5   182，920   4，474，499   114，390   32，780   983，400   

6   180，621   4，423，866   137，120   39，638   1，189，140   

7   193，887   5，164，052   175，100   49，728   1，491，840   

8   197，958   5，278，656   189，910   53，325   1，599，750   

9   175，955   4，740，904   149，470   42，738   1，282，140   

10   182，510   4，460，346   118，710   33，723   1，011，690   

168，176   4，147，519   86，150   25，373   761，190   

12   174，441   4，281，254   91，590   26，635   799，050   

S63／1   171，300＊1   4，214，205   88，870   26，000   780，000   

2   171，300＊1   4，214，205   88，870   26，000   780，000   

3   171，300＊1   4，214，205   88，870   26，000   780，000   

計   2，147，250   53，950，100   1，417，570   407，432   12，222，960   

イ）総電力消雪量 A＋C……………………‥＝‥・…‥……‥ 3，564，82αkⅥ「h   

ロ）総電力費用 B＋E＋Table二5（メンテナンス賓）……73，205，060円   

ハ）電力平均単価 73，205，060円／3，564，820kWH＝20．54PレkWh   

♯11～3月については、11、12月の平均値とした。  

＊2 A重油レート 30円／β（入札により決定）  

計画時点では 40トlレ／旦  
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総電力費用 B＋E＋Table5  

＝73，205，060  

電力総合単価 73，205，060÷3，564，820kWh  

＝20．54円／kWも  

（3）システム償却期間   

エネルギー費の削減額は，（1H2）となるから  

106，320，000円－73，205，060円  

＝33，114，940円  

故にシステム償却期間は  

109，000，000÷33，114，940≒3．3年   

という結果が得られた．これは計画当時と電力単凧  

油単価がかなり安価になったことと，消費電力量試算  

（Table5，6）と実測データで多少の差異があったためで  

ある．しかし，試算上の償却年数4．6年に対し（S．62．12  

月末時点で）3．3年という約1年の期間短縮が望めそう  

であり，C．G．Sの導入が建物に対して大きな経済効果を  

もたらしたことが実証された．  

至6．おわりに  

大型店舗には適応しないと言われているC．G．Sが，主  

要な発電設備に使われる場合でも，§5で述べたように，  

計画時より，外的要因もあるが約3年半でC．G．S設備を  

償却することができ，C．G．Sの償却期間15年以内でもあ  

るので十分評価できる．しかし，C．G．Sのシステム自体  

が未だ完成されたものではないため，今後も研究を重ね  

より良いシステムを作り上げていかなければならない．  

今回のケースをふり返ってみても排気ガス熟回収装置の  

耐久年数，冷埼晩 熟交換器の選定等々，今後のケース  

においては，十分それらの実績を考慮した上で進めてゆ  

かなければならない．しかし，建物の年間経常費低減に  

ついては今も昔も我々技術者の持つ課題の中で常に大き  

な割合を占めているので今回のケースが，今後の計画の  

参考値となれば幸いである．特殊な環凰周囲条件が，  

C．G．Sの設置に対し有利に働いたこともあるが，それら  

を十分に理解し，維持管理されている建主の熱意もこの  

ような好結果になっていることも考慮されるべきであ  

る．   

最後に執筆にあたり，管理日誌，発電機運転日誌等，  

貴重な資料を公開していただいた，ショッピングセンタ  

ー管理室，ならびに設計管理にあたられたハラソーテク  

ノ社に深く感謝する次第である．  
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